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広報  

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
議会事務局☎43-5005
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　企業誘致課☎37-3046
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　収税課☎43-5034
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
下水道部
　企業経営課☎50-3036
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040
監査委員事務局☎50-3050

10

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～

　

公民館
運営審議会 図書館協議会 働く婦人の家

運営委員会
国民健康保険
運営協議会

募集人数 ２人 １人 １人 ２人

職務内容

館長の諮問に応じ、
公民館における各種
の事業の企画実施に
つき調査審議する

図書館の運営に関
し、館長の諮問に応
じるとともに、図書
館の行う図書館奉
仕に関し、館長に対
して意見を述べる

働く婦人の家の運営
に関する事項を調査
し、円滑な運営を図
るための事業計画を
審議決定する

国民健康保険の運営
に関し、被保険者の
立場から意見を述べ
る

会議開催 年３回程度 年２回程度

応募資格
（共通）

❶南あわじ市の市議会議員及び市長の選挙権を有する人　❷市の他の付属機関
の公募委員でない人　❸市職員、市議会議員でない人

応募資格
（個別）

次の❶～❸のいずれかを満たす人
❶学校教育及び社会教育の関係者
❷家庭教育の向上に資する活動を　
　行っている人
❸学識経験のある人

次の❶～❹のいず
れかを満たす人
❶女性労働者
❷勤労者家庭の主婦
❸事業主団体を代表
　する人
❹学識経験のある人

昭和 17 年４月１日
以降平成７年２月１
日以前生まれの国
保の被保険者の人
で、納期限の到来
している国保税を
完納している世帯
に属する人

応募方法 申込書に必要事項を記入し、400 字以上 800 字以内の小論文（書式自由、各
テーマは下記のとおり）を添えて、持参もしくは郵送のいずれかの方法で提出

小論文の
テーマ

公民館に期待す
ること

図書館に期待す
ること

女性の社会参加に
ついて

国民健康保険制度
について

募集期限 ２月27日（金）まで

任期 平成 27 年４月１日～平成 29 年３月 31 日

報酬 8,000円（１回） 年額20,000円 8,000円（１回） 8,000円（1回）

問い合わ
せ先

問生涯学習文化振興課
　☎37-3020

問働く婦人の家
　☎43-2326
※月曜日は休館日

問保険課
　☎44-300３

◆ 各種委員を公募します ◆
　市の各施設・事業の運営を審議する審議会・協議会等の委員を公募します。

問神戸新聞社地域活動局「金婚式」係 

　☎０７８-３６２-７０８６

　または最寄りの神戸新聞販売所まで
問長寿福祉課☎ 44-3005

■募集期間 ２月２日（月）～ 13 日（金）
■窓口封筒の使用用途　

新庁舎開庁後、南あわじ市

の市民課、出張所、市民交流センターなどの窓口で、

証明書等の持ち帰り用として使用します。

■封筒の規格 

　◆長形３号（縦 23.5 ㎝×横 12.0 ㎝）

　◆紙厚は、70g ／㎡以上

　◆材質は、古紙配合の再生紙使用

■広告の掲載位置
　

封筒の裏側に掲載

■広告の規格
　

縦 20cm ×横 10cm

■募集枚数　５万枚（約２年間分）

■希望者の決定
　

審査により決定します。

広告入り封筒の寄贈希望者の募集

※広告が掲載できるのは、市民の福祉、市民生活の利便性などを考慮したもので、公の秩序または善良な風

▲封筒表面 ▲封筒裏面

俗に反するものや意見広告、人権侵害や差別を助長

するおそれのあるものは掲載できません。　　

◆南あわじ市では、広告入り窓口封筒の寄贈希望者を募集します。

広  告
スペース  

         
縦20cm

×
横10cm

問市民課 ☎43-5023

お知らせ
　 　

金婚夫婦祝福式典のご案内
～該当する人はお申し込みください～

　 　
　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
小
・
中
学
校
の
臨
時

　

講
師
（
教
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
資
格
　
小
・
中
学
校
の
教
員
免
許
状
を
有
す
る
人

お
よ
び
取
得
見
込
み
の
人

▽
勤
務
内
容 

❶
常
勤
講
師
（
産
休
・
育
休
・
休
職
な
ど

の
補
充
）  

❷
非
常
勤
講
師
（
週
３
～
４
日
程
度
の
勤
務
）

▽
任
用
　
臨
時
講
師
が
必
要
と
な
っ
た
時
点
で
、
登

録
者
か
ら
条
件
に
応
じ
て
採
用

▽
登
録
方
法
　
顔
写
真
（
３
cm
×
４
cm
）
を
西
淡
庁
舎

学
校
教
育
課
へ
持
参
し
、
所
定
の
登
録
用
紙
に
記
入

▽
受
付
　
年
間
を
通
じ
て
随
時
受
付
。
登
録
は
希

望
さ
れ
た
年
度
に
限
り
有
効
と
な
り
ま
す

▽
勤
務
内
容 

❶
小
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
（
初
任

者
研
修
に
係
る
授
業
の
補
充
等
。
１
日
７
時
間
以
内
、

年
間
15
日
以
内
。
❷
幼
稚
園
（
初
任
者
の
指
導
助
言
。

１
日
７
時
間
以
内
、
年
間
10
日
以
内
）

▽
賃
金　
時
給
２
７
７
０
円 

　

※
時
給
は
変
更
の
場
合
あ
り
。
交
通
費
は
別
途
支
給

▽
応
募
資
格　
希
望
校
種
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

教
諭
普
通
免
許
状
の
所
持
者
、
ま
た
は
平
成
27
年
４

月
１
日
に
取
得
見
込
者

▽
申
込
締
切　
３
月
12
日
（
木
）

問
学
校
教
育
課
☎
37
・
３
０
１
８
（
❶
❷
共
）

❷
幼
稚
園
・
小
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
の

　
非
常
勤
講
師
の
登
録
に
つ
い
て

❶
小
・
中
学
校
臨
時
講
師
の
登
録
に
つ
い
て

　神戸新聞社では、結婚50年を迎えられたご夫婦を招き、長寿と繁栄を祝う

「金婚夫婦祝福式典」を県内11会場で開催します。　

　該当者はふるってお申し込みください。 申し込まれた金婚夫婦には表彰状

や記念品などが贈られます。 当日の服装や付き添いは自由です。 

　ご家族おそろいでご参加ください。 淡路地区での開催は次のとおりです。

◆日時　5 月 17 日（日）午後 1 時～ 　◆場所  洲本市文化体育館
◆対象　昭和４１年中に婚姻届を提出した県内在住のご夫婦
◆申込方法　所定の申込書（市各総合窓口センター、神戸新聞販売所等に備付）
                 に必要事項を記入のうえ、持参または郵送してください。 
◆申込先 〔持参〕神戸新聞淡路総局（洲本市栄町 3-3-5 中野ビル西館３階
                         301 号）または最寄りの神戸新聞販売所

　　　　  〔郵送〕〒 650-8571（住所不要）神戸新聞社地域活動局「金婚式」係
◆申込期限　2 月 27 日（金）必着〔先着順で定員になり次第締切〕

　国民年金には、保険料を前

払いすると割引される前納制

度があります。

　口座振替で「前納」されると

現金納付やクレジットカード納

付による「前納」よりも割引額が

多くお得です！

　ただし、保険料(２年、１年、６

か月)を口座振替で前納する

場合は、今月中に年金事務

所または金融機関にお申し込

み下さい。

問明石年金事務所
　☎０７８-９１２-４９８０

 国民年金保険料
 の前納制度
◆割引があり、お得です！

※封筒表面
には、市民課
の指定する
文言等を印
刷していた
だきます。
　　（表面）


